
鶴岡市の2箇所で森林の公益的機能の維持増進や県散財の安定供給を目的に間伐を

行いました。

●森林整備の場所

①鶴岡市砂川地内（面積6.79ha、森林作業道1097ｍ、見込み搬出材積321㎥）
②鶴岡市木野俣地内（面積4.23ha、森林作業道449ｍ、見込み搬出材積127㎥）

●施業中写真

株式会社渡会電気土木

脱炭素化の観点から、日本は現在、年間で12億トンを超える温室効果ガスを排出しており、

2050年までに、これを実質ゼロにするチャレンジを行っております。

我が社もこの絆の森づくりを通じてその一助をにない、未来の明るい日本

また、山形県知事が推し進める森ノミクスの加速化を共にはかりながら、

積極的にカーボンニュートラルへのチャレンジに取り組んでいきたいと思っております。

次の時代へのつなぐ森林整備事業にかかわりながら、地域の活性化、

森林の持つ多面的機能の維持増進をさらに図っていきたいと思います。

森林整備を行うことで、CO2削減への貢献、間伐材の発電用燃料への有効利用ができ、

多面的機能の維持増進が図られたと思っております。
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